
地域住民自治協議会は…

区・自治会だ |すでな<、 地域で活躍されて

いるさまざまな団体がお互い連携しなが

ら、3津地域を元気にし、活力あるまちづく
りを行なうことを目的にしています。

一人ひとりが主役の組織です。
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楽しかつため～
教育・福祉部会の初めての「Bace(ベース)子

ども活動事業」が栄区等と連携し8月 27日、9月
4日、5日と栄区集会所で開かれました。

27日は、区役員、老人会や民生委員児童委員

さんらが見守るなか、12人の児童と親が参カロさ

れ、特定非営不」活動法人「びわの音・西近江」の

コミユニティスベースFLA丁 管理人で保育上の服

部哲也さんが、運動遊びの講師としてボーん遊

びなどで楽し<汗をながしました。

子どもが「みんなと遊べて楽しかつた。また行

きたい」と話していたと迎えに来た保護者の方。

なかなか集まって遊ぶことのない子どもたちに

は、楽し<いい時間を過ごせたようです。

地域の子ども会や老人会など、今まであった

いろいろな団体がなくなったり、活動が停滞し

ている傾向があります。少しでも地域が連携し

ていろんな活動につながればと関係者は願って

います。

同協議会委員で、今津地域区長・自治会長連絡会 Aブロッ
ク座長でもある栄区の堀丼陽―区長は「コロナ禍で子ども

会など、いろんな団体で活動ができなくなり、身近な区集会

所をよりどころにまた集まることができれば。今後、ここに

高齢者の方も参力日して音の遊びなど―緒にできれば楽しい

場にもなる。欲張らずに近隣区とも連携し、ひとつづつ実現

できれば」と話されていました。

|



るかなあ?
ごみ分雇学習事業

魚鉤りの要領で、封筒をつりあ |ず、中にあ

るイラストで描かれた「ごみ」を、「燃やせる

ごみ」や「燃えないごみ A類」などにつけ、
分別を楽しく遊びながら学習するゲーム。

防災・安全・地域連携部会のメンバーが手

作りし、7月 29日、8月 1日と学校支援ボラン

ティアで活動されている夏体みの居場所活

動「はなまる+(プラス)」 のエンジヨイタイ
ム(遊びの時間)におじゃましました。

「う～ん、どっちかなぁ～」

会場にはごみの現物も並べ、市の「ごみのうけ

声・出し方」バンフレットと比べながら、子どもたちは

四苦八苦。「こっちかぁ」との Blj箱に入れていまし

た。何度も遊′S子もいて、自然と学べる手応えを感
じました。

今回の経験と進め方などを改良し、予定している

街角遊びの3寺には、もっと多くの親や子ども向けに

やろうと、意気込んでいます。

濾犠鍼爾ぞ仄機轟
3津のまちの歴史、観光、伝
75Kなどを訪れる人につたえ、

3津の魅力を発信するため、
通りを中心に案内するガイド

養成講座を開きました。

講師の澤田市治さんから3
津の歴史や史跡など講義いた

だきました。また、3まで活動
されてきたガイドの春Ш太郎

さん、澤田浩さんから、経験談

など振りかえっていただき貴

重なお話をお聞きしました。

沢回は、実際に通りを歩き

ながらガイドの実際を学ぷ現

地研修を開く予定です。

産業・観光・文化部会では、通

りの愛称を多くの方より応募い

ただき、親しみやすい愛称を決

定し、「3津中|卜部歴史・観光ガ
イド」を作成しましi

3年度は、3津 i
全体のガイドマッ了

通りに関係する事|

すすめています。

‐残念ながら、3津の
魅力が地域の方や訪 .

れる方々に広 <‐伝わう|

ていません。まず(しう

かりと知うてもらい、伝

えら―れるガイドの養成

は欠かせません。



近江3津ふるさと夏まつり実行委員会が主
催する「やっさ13津 !!」 が、新型コロナウィんス

感染対策を徹底しながら、8月 1日、3年ぷりに

開かれました。

夏のひと夜、′卜待ちにしていた入しぷりの夏

まつりに、大勢の人がステージのパフォーマン

スや屋台、「高島音頭総踊り」、琵琶湖沖の約15

00発の花火を楽しんでいました。

倉」作灯ろうや供養灯ろうなども飾られ、会場

には多くの団体や同協議会員も、一緒になっ

近江今津ふるさと夏まつり実行委員会

実行委員長 藤野 貴久さん

ム    (今津地材住民自治協議会副会長)

あ 「市民の皆さんと学校のボランテイア、PTA、 青年
団、区や自治会、多くの地元企業や団体などと―緒にやって―緒に楽しむ。

みんなで楽しむ夏まつりが『やつさ13津 |!』の思いだ」と話す藤野委員長。

直前になって新型コロナウィルス感染が再び急拡大するなか「実施には感染防止対策を施すな
ど苦′さしたが、例年以上の10,000人余りの多<の人に来てもらい、喜んでもらい、L●Lさんが待って
いて<れたことが喜び。一生懸市長い期間、段取りをすすめてきた委員会メンバーはもとより、個わ
って<れたすべての人に感謝したい。やって良かった」と振りかえる。

コロナ禍の3こそ、地元に誇りを持つこと。ふるさとへの
想いや熱さを忘れないように:もっと地元を矢□り、今やから

3津を見直す、高島を見直すことも大切だと次世イヾに熱い
エールを送る藤野さん。何ごとにも「やらさせて

もらっている」と考え、|り Tダーシップを発揮す
る藤野さんの活動に期待が高まっている。8/1「やっさ!9津 !!」 での検温ブース



2016年に地元の未来のために、柿農家を中′きに結成

されたのが「南深清水 FF倶楽部」。FFは、For the

Futurs(将来のために)の略です.

高齢化で柿畑の耕作放棄地が増えてきたことから、地

域の魅力をどう発1言し、どう将来につな|ずていくのかと

考えていたとき、オリーブが目に止まったといいます。健

康や美容にも良く、獣害も強く、栽培が容易などのメ|リッ

トがあり、500本を目標に、さまざまな品種を栽培するな

ど試行錯誤を続けてこられました。3年目以降から結実し

はじめ、8乍年から収量が上がってきたと管理に余念が無

い桂田隆司さんに伺いました。

今津田深潤水

オリープは、地中海沿岸が原産のモク

セイ科オリーブ属に分類される常緑高

本です。5～ 6月に開花し、1つの花房
に直径 3mmほどの自い小花が房状に
つきます。

地中海のイメージがあるオリープで

すが、福丼県三里浜や富山県砺波、入

善田]など、寒い北陸地方でも産地が育

っています。高島市では「オリーブ産

地化促進事業」を令不B2年度から5年

間の総含戦8各事業に掲げ、令不□6年度

1,700本 (5。 7ヘクターん)の目標を掲

|ずています。

オリーブは良質な実が多く獲れる

には時間がかかることから、葉をお茶

にして商品化。龍谷大学農学部との連

携で、2019年に滋賀県の「しがの′3る

さと支え含いプロジェク

ト」の協定を締結し、地域

活1生化に取り組んでいま

す。

原員りは?

猛暑の厳しい日々を乗り越

え、いよいよ楽しみな「稔りの秋」シーズン

の至」来です。と同0寺に、台風シーズンも―

緒に。災害な<過ぎ去ることを願うばかり

ですが、「備え」は欠かせません。日々の

暮らしのなかに防災、減災を意識しなが

ら、家族などで「いざ」というときの対策

を決めておきましょう。


